
 

 

 

 

10 月１８日（土）には、ご家族、ご来賓の方々をお招きして、学習発表会を開催しました。

これまで子どもたちは、地域の方々からご支援をいただきながら様々なことを学び、それを

学級・学年ごとに寸劇やタブレットの活用など、表現を工夫しながら発信することができま

した。発表後に、ご家族や地域の方からいただいた感想やお褒めの言葉は、子どもたちにと

って大きな自信につながったことと思います。お忙しいところ、ご来場いただいた皆様には、

心より感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 教  育  目  標 】 

自ら学び 新しい時代を拓き 
心豊かにたくましく生きる児童の育成 

・心かよいあう子 

・まなび合う子 

・きたえ合う子 
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一関市立千厩小学校校報 

児童会長「開会宣言」           １年「どきどき わくわく」       ２年「もっとなかよし まちたんけん」 

 

３年「発見!! 野菜のヒミツ!!」    ４年「伝えよう わたしたちの地球の未来（音楽）」      ５年「地域のためにできること」 

６年「地域の宝を未来に伝えよう」  ハピきら「ハピきらのいちにち 2025」  ご来場の皆様（参観ありがとうございます） 



 

 

◇一関市消防本部防火ポスターコンクール 

入賞：4年  

佳作：4年  

※ 入賞作品は、11月 9日（日）～1６日（日）に一関図書館に展示されます。 

◇税に関する絵はがきコンクール 

一関地区法人会奨励賞：6年  

◇国際平和ポスターコンテスト（千厩ライオンズクラブ） 

  地区選考により県出品：6年  

◇一関市児童・生徒納税作品（習字半紙の部） 

銅賞：３年  

※ 入賞作品は、11月６日（木）～1７日（月）に一関市役所に展示されます。 

先日の全校朝会での校長からの話の中で、次のようなことを子ども達に伝えました。 

（千厩小学校に３体の友情人形があることの経緯を伝えた後）学習発表会の前日に、学校にお見
えになった方がありました。その方は、マシューフィールドの学校との交流で、いろいろとお世話
をした方の一人だそうです。ベティちゃんの妹としてエリザベスちゃんを贈ってくれた、マシュー
フィールドのバーバラ・ロス先生のお手紙も見せてもらいました。手紙には、どうしてエリザベス
ちゃんを千厩小に贈ろうと思ったかについても書かれています。24年前に、アメリカでハイジャ
ックされた飛行機がビルに突っ込み、3000人以上の人が亡くなるという痛ましい事件がありまし
た。その後の手紙です。その一部を日本語に直して紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人形を贈る活動をしてくれたギューリックさん。ベティちゃんを守ってくれた千葉先生。ベティ
ちゃん、エリザベスちゃんを贈ってくれたマシューフィールドの人達。２代目友情人形のエリーち
ゃん贈ってくれたギューリックさんのお孫さん。そして、これまで大事にしてきた皆さんの先輩、
先生方という大勢の人達のおかげで、今こうして千厩小学校には３体の人形がそろっています。 

残念なことに、いまだに戦争をしている国、争いをしている人達がいますが、皆さん方が大人に
なったときには、世界中の誰もが仲良く、思いやりをもって生きていけるような世界になることを
心より願っています。そんな世界をつくるのは、３体の友情人形に見守られてきた千厩小学校の皆
さん方一人一人だということも覚えていてください。 

 

 

 

 

 

 

 

菅原様のお気持ちをありがたく受け止め、大切に読み続けたいと思います。 

９月 11日のアメリカ同時多発テロ事件があり、私は世界中の人々がいつも争い、平和が訪れ

ないことに悲しみ、落ち込んでいました。その 10日後に、留学している娘に会いに日本に来ま

した。東京の近くを旅行していたとき、横浜の国際児童友好を記念した像を見て心が揺さぶられ

ました。その時、マシューフィールドの教室に日本に関する古い新聞がいくつかあったことを思

い出しました。それには、千厩の子が描いた絵やベティについて載っていました。私は、アメリ

カと日本のお互いが幸せと平和を望んでいることを分かってもらえるようにと、千厩に人形を贈

りたいと思いました。 

マシューフィールドに戻り、学校で集めたお金で、人形を買いました。学校では、人形に名前

を付けるコンテストを行いました。子ども達は、私がまた日本に行って千厩の子ども達に配るた

めの物もくれました。日本の子ども達は、私と私が持ってきたものをとても喜んでくれました。

私は、とても幸せな気持ちになりました。子ども達を結びつけるという夢を、これからも追い続

けたいと思います。 


